アンケート調査へのご協力のお願い

近年，災害は全国的に頻発し，災害発生時における外国人支援は喫緊の課題であると（公財）　　ひろしま国際センター（ＨＩＣ）では考えています。また，在住外国人数の増加に加え，出身国・地域や在留資格の多様化，在留期間の長期化により，外国人支援の取組内容も多岐にわたってくるものと予測しております。
ＨＩＣでは今後，外国人支援において，ひろしま国際交流サミット加盟団体との連携を模索したいと考えており，その参考にしたいので，以下のアンケートへのご協力をよろしくお願いします。

	貴団体名
	

	ご担当者の名前
	
	連絡先
	電話：
e-mail：



問１．外国人との交流状況について
（1） 貴団体は，在住外国人と交流活動を実施されていますか。
（文化講座，料理教室，日本語教室など交流活動の種類） 　　　　　　　　　　　　　　　　（頻度）
１．〔　　　　　　　　　　　　　　〕  １か月・半年・１年・その他〔　　　〕に１回程度
２．〔　　　　　　　　　　　　　　〕  １か月・半年・１年・その他〔　　　〕に１回程度
３．〔　　　　　　　　　　　　　　〕  １か月・半年・１年・その他〔　　　〕に１回程度
４．特に実施していない
（２）在住外国人との交流活動を実施されている場合，外国人の概数を教えてください。
出身国・地域もわかれば教えてください。
（出身国・地域） 　　　　　　　　　　（人数）
　　　〔　　　　　　　　　　〕　〔　　　　　　〕人程度
　　　〔　　　　　　　　　　〕　〔　　　　　　〕人程度
　　　〔　　　　　　　　　　〕　〔　　　　　　〕人程度
（３）貴団体は，上記の外国人へどんな手段で連絡していますか。（複数回答可）
　　１．電子メール
２．電話
３. ＳＮＳ（利用しているツール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．掲示板
５．その他〔　　　　　　　　　　〕

問２．災害発生時の外国人支援について
（１）貴団体は，平成30年の西日本豪雨災害の時に，在住外国人に対して何らかの支援を行いましたか。（複数回答可）
　　１．行った  安否確認　・　情報提供　・　避難所等での通訳　・　相談対応　・
その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
その時の使用言語〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　２．特に行っていない


（２）今後災害が発生した時，貴団体として，在住外国人にどんな支援が可能だと思いますか。
（複数回答可）
１．安否確認
２．情報提供〔使用言語：　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
３．避難の手伝い
４．避難所等での通訳〔使用言語：　　　　　　　　　　　　　〕
５．困りごとなどの相談対応〔使用言語：　　　　　　　　　　〕
６．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（３）貴団体の会員の中で，県や市町からの災害関連情報（日本語）の翻訳や，避難所等での通訳に協力いただける人材（外国人を含めて）はいらっしゃいますか。
　　１．いる　翻訳〔言語：　　　　　，人数　　　　　〕
　　　　　　　通訳〔言語：　　　　　，人数　　　　　〕
　　２．いない
（４）冒頭の序文に，HICとサミット加盟団体との連携について記載しています。貴団体はこれについてどうお考えですか。
　　１．連携する　　２．連携は難しい〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問３．災害発生時以外の外国人支援について
（１）災害発生時以外で，在住外国人の支援を行っている分野がありましたら教えてください。
（複数回答可）
１．日本語教育　２．子供の教育　３．雇用・労働環境の改善　４．医療・保健・社会保障
５．居住の安定確保　６．相互理解促進　７．生活支援
[bookmark: _GoBack]８．その他〔　　　　　　　　　　〕
（２）上記（１）で回答された分野について，貴団体の具体的な取組を教えてください。




問４．次回のサミット時の講演会テーマや講演者で希望がありましたらご記入ください。




問５．ＨＩＣが実施している事業や，ＨＩＣに対して期待する役割・機能などについて，
忌憚のないご意見をお聞かせください。




ご協力ありがとうございました。
